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令和7年 6月 5日付けで公表した定期監査の結果について、地方自治法（昭和22年

法律第 67 号）第 199 条第 14 項の規定により佐賀県知事等から措置を講じた旨の通知

があったので、次のとおり公表する。 

 

 令和 7年 9月 25日 

 

佐賀県監査委員 原   惣一郎 

同    荒 木 敏 也 

同    角   貞 樹 

同    指 山 清 範 
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１ 重要な指摘事項に係る措置事項 

 

【農林水産部 現地機関】 

    

監 査 対 象 機 関 名 杵 藤 農 林 事 務 所  

監 査 執 行 年 月 日 令和 7 年 2 月 18 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 支払で遅延しているものがあった。 

令和 5 年度に支払うべき費用弁償

を、令和 6 年度予算で過年度支出し

ていた。 

 

事項名 「さが園芸 888 運動」大規模

園芸農家育成に係る派遣調査 

用 務 佐賀さいこうプロジェクト経営

体先進地視察 

実施日 令和 5 年 11 月 30 日～ 

令和 5 年 12 月 1 日 

支払額 98,360 円 

支払日 令和 6 年 7 月 4 日 

職員に対し、覚知後直ちに同様の

事例が生じないよう周知徹底を行う

とともに、毎月の職員会議等を通じ

て、継続的に注意喚起を行うことと

した。 

また、チェック体制及び情報共有

の強化を図るため、新たに事業進捗

表を作成し、支払いの遅延がないか

センター長、課長及び係長で確認す

ることとした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 
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２ その他指摘事項・検討事項に係る措置事項 

 

【政策部 現地機関】 

 

監 査 対 象 機 関 名 消 防 学 校 

監 査 執 行 年 月 日 令和 7 年 2 月 6 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 毎月の委託料で誤った金額を支払

っているものがあった。 

支出命令の際、契約書を添付し、支

出金額の確認を行うとともに、課内職

員に対し、再発防止を周知徹底した。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

② 支出科目を誤っているものがあっ

た。 

 
 

機器の取り換えについては、10 万円

以上は備品購入費、設置に伴う経費は

工事請負費で対応する旨の周知徹底を

図った。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

③ 検査完了後の支出で遅延している

ものがあった。 

 

 

 

 
 

見積書等の他の経理書類と混在する

ことがないよう請求書の保管場所を定

めるとともに、受領した請求書は、そ

の都度支出命令を行うことを原則とし

た。また、担当職員以外の総務課職員

が購入伺と支出命令書を定期的に照合

し、納品が完了した物品で支出漏れが

ないか等確認することとした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 
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【地域交流部 現地機関】 

 

監 査 対 象 機 関 名  博 物 館 ・ 美 術 館  

監 査 執 行 年 月 日  令和 6 年 12 月 13 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 検査完了後の支出で遅延している

ものがあった。 
 

今後は、別に作成した「支出負担行為

伺等確認表」により、決裁の各段階での

チェック体制を強化することとした。 

 

  監 査 対 象 機 関 名  名 護 屋 城 博 物 館 

   監 査 執 行 年 月 日 令 和 6 年 1 2 月 1 7 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 情報交換会費を立替払により支出

しているものがあった。 

 

 

 今後は、改めて別に作成した「未払

いチェック表」により、事務手続きが

適正に行われているか担当課長等を含

め確認を徹底することとした。 

 

  監 査 対 象 機 関 名  佐 賀 城 本 丸 歴 史 館  

   監 査 執 行 年 月 日  令和 6 年 12 月 17 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 支出負担行為で遅延しているもの

があった。 

今後は、館内の定期会議の場におい

て事業の進捗管理を徹底することとし

た。 
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【県民環境部 現地機関】 

 

  監 査 対 象 機 関 名 環 境 セ ン タ ー 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 12 月 5 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 公用車の亡失・損傷届を提出して

いないものがあった。 

 

 

 

 

指摘後、速やかに亡失・損傷届を提

出し、当該案件についての適切な事務

処理について所内で共有し職員の理解

を図った。 

今後は同様の事例が発生しないよう

適切な事務処理に努める。 
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【健康福祉部 現地機関】 

 

  監 査 対 象 機 関 名 佐 賀 中 部 保 健 福 祉 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令 和 6 年 1 2 月 1 8 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 収入未済があった。（生活保護費返

還金） 
電話連絡・郵便、家庭訪問による督

促を継続して行い、新規の未収債権の

発生を防ぐとともに、収入未済額の解

消に努める。 

② 時間外勤務手当で追給を要するも

のがあった。 

 

週休日に係る業務についても事前申

請（振替）を行うよう所内職員に周知

徹底した。 

また、旅行伺申請時に決裁者が時間

外勤務手当が発生しないか等確認する

こととした。 

今後は、適正な事務処理に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 鳥 栖 保 健 福 祉 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 12 月 18 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 収入未済があった。（生活保護費返

還金） 
居住等状況調査、電話連絡及び世帯

訪問を継続して行い、収入未済額の解

消に努める。 
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  監 査 対 象 機 関 名 唐 津 保 健 福 祉 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令 和 6 年 1 2 月 2 0 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 領収証書の日付記載が漏れている

もの、また、委任出納員への引継日

付印の押印がないものがあった。 

 

 

 

再発防止に向けて、職員に対し、改

めて経理員が現金を領収した際の事務

手続き（財務規則第 47 条）について

周知するとともに、経理員が現金を領

収した際の領収証書への領収日の記

載、収入金の委任出納員への引き継ぎ

の際の現金領収日付印の押印を複数の

者で確実に確認するようにした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 伊 万 里 保 健 福 祉 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 12 月 16 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 収入未済があった。（生活保護費返

還金） 

 

電話連絡および世帯訪問を継続して

行い、収入未済額の早期解消に努め

る。 

② 電気料の支払が遅延し延滞利息を

支払っているものがあった。 

 

 

支出処理について、請求書の受領後

は速やかに支出命令を行うこととし

た。 

毎月支払いのあるものは、支払いを

失念しないようチェック表を作成し、

支払漏れを防ぐこととした。また、支

出負担行為兼支出命令の決裁では、庁

舎管理を所管する伊万里農林事務所の

担当者等を供覧に加えることにより、

起案漏れを防ぐこととした。 
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③ 緊急用前渡資金で他の職員へ交付

した際に、交付を受けた者から領収

書を徴していないものがあった。 

 

今年度から、現金出納簿を手書きで

作成することとし、現金の支出があっ

た場合は領収印を徴することにより、

出納簿の電子処理の際必要となる領収

書の添付を不要とした。 

④ 公用車に損傷を与え、損傷年月日

及び損傷者等が不明のままとなって

いるものがあった。 

公用車全般について、運転前後に損

傷有無の確認を所内職員に徹底させる

こととした。 

今回損傷した公用車は後部の見通し

が効かず、運転が難しいため、隣接す

る公用車の配置を変更し、車庫入れを

容易にした。 

当該公用車について運転が不慣れな

職員の運転時は 2 名以上とし、バック

時誘導させることとした。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 杵 藤 保 健 福 祉 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令 和 7 年 1 月 2 2 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 収入未済があった。（生活保護費返

還金） 
 

居住等状況調査や電話連絡及び世帯

訪問を継続して行い、収入未済額の早

期解消に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 総 合 福 祉 セ ン タ ー 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 12 月 9 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 収入未済があった。（児童福祉費負

担金） 

 

 

 

文書、電話による督促を行うととも

に、保護者との面談時に納入の働きか

けを行い、状況に応じて分納誓約書を

徴収するなど、引き続き収入未済の解

消に努める。 
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  監 査 対 象 機 関 名 療 育 支 援 セ ン タ ー 

   監 査 執 行 年 月 日 令和6年12月11日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 行政財産使用料の納付期限の設定

が適正でないものがあった。 

 

 

 

課内職員に対し、再発防止を周知す

るとともに、複数人でのチェックを徹

底することとした。 

今後は、適正な事務処理に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 食 肉 衛 生 検 査 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令 和 6 年 1 2 月 1 9 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 支出負担行為の金額で誤っている

もの、また、額の誤りに気付いた後

の正当支出負担行為が遅延している

もの、さらに、検査完了後の支出で

遅延しているものがあった。 

 

 

所内職員に対し、再発防止を周知徹

底するとともに、決裁時、各決裁者が

確実に内容の確認を行うよう注意喚起

した。また、支出負担行為・支出の遅

延防止のため、業務分担を見直し、支

出事務については、総務課で行ってい

たものを、担当課で行うこととした。

また、執行管理表を活用した支出管理

を行うこととした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 
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【産業労働部 現地機関】 

 

  監 査 対 象 機 関 名 窯 業 技 術 セ ン タ ー 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 7 年 1 月 27 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 物品（モデリングマシン）に損害

を与えているものがあった。 

所属職員に対し、所内の各種会議等

において損傷事例の情報共有及び物品

の取扱いに関する注意喚起を行い、再

発防止の周知徹底を図った。 

今後は、物品の適正管理に努める。 
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【農林水産部 現地機関】 

 

  監 査 対 象 機 関 名 佐 賀 中 部 農 林 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 7 年 2 月 18 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 事前調査不足による下部工の仮設

足場の設計漏れがあり、受注者から

の協議を受け、設計変更しているも

のがあった。 

職員に対し、同様の事例が生じない

ように周知徹底を行った。 

今後は、設計積算に当たっては、事

前に現地を十分確認する等適正な設計

積算に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 東 部 農 林 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令 和 7 年 2 月 2 5 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 備品（顕微鏡）で亡失しているも

の、また、備品で備品出納・管理簿

に記載されていないものがあった。 

台帳不記載の備品について、指摘

後、速やかに発見備品として処理する

とともに、備品の適正な管理について

所属内で注意喚起を行った。 

今後は、現品照合を複数人で対応す

るなど、備品の管理体制を一層厳正に

し、再発防止に努める。 

② 財産台帳（土地）への記載が誤っ

ているものがあった。 

指摘後、速やかに財産台帳の修正を

行った。 

今後は、複数人で登録内容を確認

し、同様の事例が発生しないよう、適

切な事務処理に努める。 
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  監 査 対 象 機 関 名 唐 津 農 林 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令和7年2月14日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 収入未済があった。（水産業使用料

ほか） 

引き続き、臨戸訪問及び電話督促等

により、収入未済の解消に努める。 

② 支出負担行為で遅延しているもの

があった。 

職員に対し、再発防止を周知徹底す

るとともに、支出負担行為及び支出命

令の遅延がないか副所長、課長及び係

長で定期的に確認することとした。 

今後は、事務手続の進捗管理を徹底

し、適切な事務処理に努める。 

③ 物品（顕微鏡）に損害を与えてい

るものがあった。 

職員に対し、再発防止の周知徹底を

行った。 

具体的には、朝礼や職員会議におい

て精密機器の運搬、取扱いには細心の

注意を払うよう改めて指導した。 

今後は、物品の適正管理に努める。 
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  監 査 対 象 機 関 名 伊 万 里 農 林 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令 和 7 年 2 月 2 5 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 情報交換会費等を立替払により支

出しているものがあった。 

所内定例会議で再発防止を周知徹底

するとともに、所属全職員にメールで

資金前渡払等についての注意喚起を行

った。 

また、所属全職員に資金前渡払等に

ついての研修を行った。 

さらに、食糧費・交際費執行伺の様

式に、財務システムの支出処理日及び

支払予定日の欄を新たに追加し、処理

状況について係長及び委任出納員で確

認することとした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 杵 藤 農 林 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 7 年 2 月 18 日（書面による監査） 

(監査の結果) 

② 設計書を作成するための工事歩掛

決定において、見積書を 5 社以上か

ら徴収していないものがあった。 

(措置の内容) 

指摘後、直ちに工事設計書作成に携

わる職員へ情報共有を図り、指摘以降

は 5 社以上から見積書を徴収してい

る。 

今後は、適切な事務処理に努める。 
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  監 査 対 象 機 関 名 上 場 営 農 セ ン タ ー 

   監 査 執 行 年 月 日 令 和 7 年 1 月 3 0 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 契約事務で相手方の選定が適正で

ないものがあった。 

職員に対し、同様の事例が生じない

よう周知徹底するとともに、改めて財

務規則の確認等を行い、決裁段階での

チェックを徹底するようにした。 

今後は、適正な事務処理に努める。 

② 財産（建物）に損害を与えている

ものがあった。 

職員に対し、朝礼や職員会議で再発

防止の周知徹底を行った。 

今後は、財産の適正管理に努める。 

 

 監 査 対 象 機 関 名 果 樹 試 験 場 

   監 査 執 行 年 月 日 令和7年1月31日（書面による監査） 

(監査の結果)  (措置の内容) 

① 支払を二重に行っているもの、ま

た、債権者を誤っているものがあっ

た。 

チェック体制及び情報共有の強化を

図るため、新たに事業進捗表を作成

し、同様の事案が生じないよう所属内

で確認することとした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

 

 監 査 対 象 機 関 名 畜 産 試 験 場 

  監 査 執 行 年 月 日 令和 7 年 2 月 17 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 予算の配当がないまま執行してい

るものがあった。 

チェック体制及び情報共有の強化を

図るため、新たに事業進捗表を作成

し、同様の事案が生じないよう所属内

で確認することとした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 
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② 完了検査が遅延し、支払が遅れて

いるもの、また、契約書を作成しな

いまま産業廃棄物を処理しているも

のがあった。 

電子マニフェストは入力完了などの

通知はなされないため、職員に対し、

請求書が届いた時点や契約期限到来前

など、委託業者に定期的に確認し、最

終処分終了の入力完了を見逃さないよ

うに指示した。 

また、職員に対し、契約書の提出依

頼文書の発行後 2 週間以内に契約書が

届いていなければ、速やかに委託業者

に連絡を行うよう指示した。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

 

 監 査 対 象 機 関 名 玄 海 水 産 振 興 セ ン タ ー 

  監 査 執 行 年 月 日 令和7年1月24日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 委託業務報告書を期間内に提出さ

せていないもの、また、完了検査が

遅延しているものがあった。 

業務の進捗管理表を作成し、共有フ

ォルダで管理することにより、進捗状

況を可視化した。 

また、業務の遅延を防止するため、

チェック体制を強化することとし、担

当係長や総務課職員のみならず、所属

長も定期的に進捗管理表を確認するこ

ととした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 
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監 査 対 象 機 関 名 林 業 試 験 場 

監 査 執 行 年 月 日 令和 7 年 2 月 10 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 備品で備品出納・管理簿に記載さ

れていないもの、また、備品札を貼

付していないものがあった。 

指摘後、該当の物品について速やか

に備品・出納管理簿に記載し、備品札

の貼付を行った。また、すべての備品

について現品照合を行った。 

今後は、物品の適正管理に努める。 
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【県土整備部 現地機関】 

 

  監 査 対 象 機 関 名  佐 賀 土 木 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日  令 和 7 年 1 月 3 1 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 支出負担行為で遅延しているもの

があった。 

 

 

 

 

職員に対し、会計事務に関する指導を

改めて行い、再発防止を周知徹底すると

ともに、適時、支出負担行為及び支出命

令の遅延がないか、課長及び係長が予算

や財務システムで確認することとした。 
今後は、適切な事務処理に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 東 部 土 木 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日 令 和 7 年 1 月 2 8 日 

令 和 7 年 1 月 2 9 日 

（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 支出負担行為伺の財務システムへ

の入力が遅延しているものがあっ

た。 

 

 

 

 

当該事務を担う工務課と総務課の職

員に対し、再発防止を周知徹底すると

ともに連携をとるための情報の共有化

を図ることとした。 

また、令和 7 年度予定の案件を一覧

化し「見える化」を図った。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

② 土地で未登記になっているものが

あった。 

 

 

未登記になっている残り 1 名の地権

者とは、引き続き鋭意交渉手続き中で

あり、令和 7 年度中には登記できるよ

うに努める。 
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  監 査 対 象 機 関 名 唐 津 土 木 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日  令 和 7 年 2 月 1 8 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 支出負担行為で遅延しているもの

があった。 

 

 

指摘後、職員に対し再発防止を周知

徹底するとともに、支出負担行為の遅

延がないか、一覧表により係長が定期

的に確認することとした。  

今後は、適切な事務処理に努める。 

② 収入未済があった。（弁償金ほ

か） 

文書による催促や臨戸調査を定期的

に行うなどして、引き続き収入未済の

早期解消に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名  伊 万 里 土 木 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日  令 和 7 年 1 月 2 2 日  

令 和 7 年 １ 月 2 3 日  

（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 収入未済があった（港湾使用料ほ

か） 

 

 

電話、臨戸調査による督促に取り組

み、引き続き新規の未収債権の発生を

防ぐとともに、収入未済の早期解消に

努める。 

② 備品で備品札を貼付していないも

のがあった。 

 

 

指摘後、令和 7 年 4 月 28 日に備品札

を貼付した。今後、備品受け入れ後は

速やかに備品札を貼付することを徹底

する。 
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  監 査 対 象 機 関 名  杵 藤 土 木 事 務 所 

   監 査 執 行 年 月 日  令 和 7 年 1 月 2 9 日 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 基本協定を締結することなく、複

数年度にわたる実施協定のみ締結し

ているものがあった。 

協定手続の進め方が適切に行われる

よう職員に周知を図った。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

② 仮設信号機の設計単価決定におい

て、見積書を 3 社以上から徴収し

ていないものがあった。 

見積による単価決定が適切に行われ

るよう職員に周知を図った。 

今後は、適切な事務処理に努める。 
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【教育委員会所管の教育機関等】 

 

  監 査 対 象 機 関 名 佐 賀 西 高 等 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 10 月 3 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 扶養手当で返納を要するものがあ

った。 

 

 

 

 

指摘後、速やかに返納し、全職員に

対し再発防止の周知徹底を行った。 

具体的には、手当認定の際には、諸

手当認定要領を用いて、複数人でより

詳細に確認することとした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 神 埼 高 等 学 校  

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 10 月 9 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 令和 3 年度時点で現品の亡失を覚

知していたものの、その後放置し、

亡失備品としているものがあった。 

指摘後、全職員に対し注意喚起を行

った。 

具体的には、職員会議で、学期に 1 回

程度、物品の適正な取扱いについて周

知していくこととした。 

今後は、物品の適正管理に努める。 
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  監 査 対 象 機 関 名 高 志 館 高 等 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 10 月 11 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 県外出張において職員が復命書を

提出していないものがあった。 

 

 

 

職員に対し、帰着後は速やかに復命

書を提出するよう周知徹底した。 

今後、同様の事例が発生しないよう

チェック体制を強化し、適切な事務処

理に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名 佐 賀 農 業 高 等 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 11 月 25 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① PTA 設置空調借入償還金の支払が

遅延し、延滞金が発生したことによ

り、償還金負担金額が増加している

ものがあった。 

借入金返済予定表を歳出担当及び

PTA 担当で共有し、人事異動の際は両

担当で引継ぎを行うこととし、複数職

員でのチェック体制をとった。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名  佐 賀 工 業 高 等 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 10 月 18 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 公用車に損傷を与え、損傷年月日

及び損傷者等が不明のままとなって

いるものがあった。 

指摘後、再発防止のため、職員に対

し物品の使用・管理について周知徹底

を行った。 

今後は、公用車の適正管理に努め

る。 
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  監 査 対 象 機 関 名 有 田 工 業 高 等 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日 令和 6 年 10 月 21 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 教育総務課から県立学校あてに部

活動倉庫等の新築等に係る土地の使

用許可をしない旨周知されていた

が、新たに使用許可を与えているも

のがあった。 

指摘後、改めて関係規則及び通知内

容の確認を行い、関係職員に対し使用

許可の取扱いについて周知を行った。 

 今後は、適切な事務処理に努める。 

② 県立学校あてに部活動倉庫等の新

築等に係る土地の使用許可をしない

旨周知していたが、一部の学校でそ

の取扱いが守られておらず、また、

そのような実態を把握せず、必要な

指導も行っていないものがあった。 

（改善を指示した所属 教育総務課） 

【教育総務課】 

令和 6 年度末にすべての県立学校

に対し、土地の使用許可にあたって

は、佐賀県公有財産規則等を遵守し

て行うよう通知を発出した。 

また、4 月に実施した学校施設担当

者会議において改めて通知の内容を

周知した。 

今後は、県立学校が適切な事務処

理を行うことができるよう、実態を

確認し必要に応じて指導を行う。 

 

  監 査 対 象 機 関 名  唐 津 商 業 高 等 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日  令和 6 年 10 月 22 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 経年劣化した埋設管からの漏水に

より、県に損害を与えているものが

あった。 

覚知後、速やかに修繕を行った。 

今後は日常的に水道メーターを確認

し、適切な施設管理に努める。 
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  監 査 対 象 機 関 名  白 石 高 等 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日  令和 6 年 11 月 22 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 教育総務課から県立学校あてに部

活動倉庫等の新築等に係る土地の使

用許可をしない旨周知されていた

が、新たに使用許可を与えているも

のがあった。 

指摘後、改めて関係規則及び通知内

容の確認を行い、関係職員に対し使用

許可の取扱いについて周知を行った。 

 今後は、適切な事務処理に努める。 

② 県立学校あてに部活動倉庫等の新

築等に係る土地の使用許可をしない

旨周知していたが、一部の学校でそ

の取扱いが守られておらず、また、

そのような実態を把握せず、必要な

指導も行っていないものがあった。 

（改善を指示した所属 教育総務課） 

【教育総務課】 

令和 6 年度末にすべての県立学校

に対し、土地の使用許可にあたって

は、佐賀県公有財産規則等を遵守し

て行うよう通知を発出した。 

また、4 月に実施した学校施設担当

者会議において改めて通知の内容を

周知した。 

今後は、県立学校が適切な事務処

理を行うことができるよう、実態を

確認し必要に応じて指導を行う。 

 

  監 査 対 象 機 関 名  唐 津 青 翔 高 等 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日  令和 6 年 10 月 18 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① バス借上げの予約で、取消しの連

絡を行っておらず、キャンセル料が

発生しているものがあった。 

事案発覚後ただちに、再発防止を周

知徹底するとともに、担当者間の連絡

を密に行い、借上げの前日に予定変更

がないか再確認を行うこととした。 

今後は、適切な事務処理に努める。 
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  監 査 対 象 機 関 名  金 立 特 別 支 援 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日  令和 6 年 11 月 19 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 就学奨励費の支出事務で、インタ

ーネットバンキングのパスワード管

理が適正でないものがあった。 

指摘後速やかに、取扱者毎にパスワ

ード等の再設定を行った。 

また、情報セキュリティ対策を再確

認し、定期的なパスワード等の更新を

徹底することとした。 

今後は、適正な管理に努める。 

 

  監 査 対 象 機 関 名  中 原 特 別 支 援 学 校 

   監 査 執 行 年 月 日  令和 6 年 10 月 29 日（書面による監査） 

(監査の結果) (措置の内容) 

① 亡失・損傷届について、事実と異

なる内容を記載して提出しているも

のがあった。 

５Ｗ１Ｈが明らかになるように聞き

取りを行い、根拠となる資料及び関連

資料に基づく確認を徹底した。 

今後は、適切な事務処理に努める。 

 

 

 

 


